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（１）社会教育委員 

社会教育委員は、教育委員会が行う社会教育行政に関する諮問機関として設けられた制度です。

社会教育行政に広く各方面の良識と経験を反映させ、地域の社会教育・生涯学習活動が民間と行政

の緊密な連携のもとに進められるために重要な役割を果たすものです。その構成と職務としての役

割については、社会教育法に規定されています。社会教育委員は、学校教育及び社会教育・生涯学

習の関係者並びに学識経験者で構成されています。任期は２年、定数は15名以内と条例で定められ

ています。社会教育委員の職務は、教育長を経て教育委員会に助言をするための職務、教育委員会

に対して直接行う助言的職務と、市町村の社会教育委員に限って本来の諮問機関としての職務のほ

かに実践的な指導の職務があります。町田市の社会教育委員の会議では、いろいろな答申や提言を

行い社会教育・生涯学習の推進に努めています。その主なものは下表のとおりです。 

 

社会教育委員の答申・提言の一覧表 
答申・提言名 答申日 内容（骨子） 

町田市における家庭・学校・地域の
連携を強化する社会教育（青少年）
行政のあり方について 
 

－提言－ 

2000.3.29 

町田市の子どもたちの実態、子どもたちを取り巻く学校・
家庭・地域の現況、青少年育成団体・青少年施設の現状と
問題点、家庭・学校・地域の連携を強化するための検討事
項「町田市子育て活性化緊急プラン」の提示 

町田らしい生涯学習推進（支援）計
画策定に向けての重点施策について 

 
－答申－ 

2002.4.22 
行政が生涯学習に取り組む必要性。町田市の生涯学習推進
に必要な８つの方策を提示。町田らしい生涯学習社会を構
築するための具体的施策 

町田らしい生涯学習推進（支援）計
画策定に向けての重点施策について 

 
 

－第二次答申－ 

2004.4.22 

町田市における学習機会の提供とその現状。地域の学習環
境の見直し。それぞれの地域（住区）で特に必要とされる
世代の生涯学習の内容とその仕組み。町田らしい「活躍す
る人が育つ」生涯学習社会を推進するための具体的施策 

町田の地域活動を活性化させるため
の生涯学習プログラム～学校の特別
教室を利用した生涯学習クラブの設
立～ 

 
－提言－ 

2006.4.25 

子どもに関わる問題、高齢者に関わる問題、社会教育の課
題、町田市固有の課題。市民の中に生まれた活動の具体例、
活動事例からの示唆、町田の生涯学習の方向。学校の特別
教室を活用した生涯学習プログラムを展開するための具
体的施策 

子ども行政一元化に向けた組織改正
に関わる青少年教育について 

－提言－ 
2008.2.7 

子ども行政一元化に向けた組織改正に関わる青少年教育
について４つの施策を提言 

今後の生涯学習施策について 
 
 
 

－提言－ 

2008.4.22 

組織改正にあたり、生涯学習と社会教育の捕らえ方、首長
部局と教育委員会の協力、生涯学習推進を支える行政の役
割の明確化、生涯学習に関するネットワークの構築、学校
をめぐる市の施策の生徒方針の明確化、市民協働を推進す
る上で生涯学習が果たす役割について６つの項目を提言 

町田市における生涯学習センターの
機能、学習機会の提供のあり方につ
いて 

 
－答申－ 

2010.3.26 
町田市の生涯学習センターの理念、機能と具体像の提示。
それらを元にした５項目の実現のための提案と１０項目
の実現のための施策及び今後に向けての提案 

１．生涯学習          生涯学習課 
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（２）まちだ市民大学ＨＡＴＳ 

教育委員会では、市民の生涯学習にかかわる条件整備の一環として、1993年６月に「まちだ市民

大学ＨＡＴＳ」を開校しました。2010年度は次のとおり、通年と前・後期に分けて講座を開催しま

した。また、特別講座では、フリーアナウンサーの生島ヒロシ氏による環境公開講座、生涯学習人

材育成のための「生涯学習コーディネーター養成講座（全５回）」を開催しました。 

今後も市民大学推進計画に基づき市民へのより多彩な学習機会の提供に努めます。 

 

2010年度実施状況 

通年講座（４月～１２月） 

講座名 講座 
回数 

延べ受講
出席者数 実施概要 

多摩丘陵の自然入門 13回 441人 

多摩丘陵の自然に親しみ、自然環境保全の認識を
高めることをねらいとし、市内の自然保護団体の
協力の下、自然保護の実情を知り、理解を深める
ために、野外学習を実施しました。まとめとして、
自然環境保全の大切さを次世代へつなげていくと
いうテーマで話し合いを行いました。 

まちだの福祉 
40回 
(全コー
ス合計) 

264人 

障がい者福祉コースと高齢者福祉コースがあ
り、それぞれ短期コースと通年コースを設定、全
部で４コースにわかれて施設実習を行いました。
また、町田の福祉について理解を深めるというね
らいから、町田の福祉の現状や、障がい者・認知
症サポート、家族の介護、地域福祉などの講義も
行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩丘陵の自然入門 まちだの福祉 
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前期講座（４月～７月） 

講座名 講座 
回数 

延べ受講
出席者数 実施概要 

まちだ de 
エコ・ツアー 

－ここからはじめる 
エコ・アクション－ 

11回 
(全コー
ス合計) 

137人 

Ａコース（みどりコース）、Ｂコース（水・ごみ
コース）に分け、それぞれ環境保全活動を体験、
また、両コース合同によるごみ処理施設等の見学
や環境を考えるポイントを巡るバスツアーを実施
しました。講座修了後、ボランティア活動を始め
る受講生が続出しました。 

心と体の元気学 
－健康な身体づくりを
始めましょう－ 

10回 576人 

身体を動かすきっかけづくりとして、誰でも楽
しく参加できる内容で実施した講座です。阿波踊
りや気功・太極拳、カローリングなどのさまざま
な種目に挑戦、「自分に合ったスポーツ探し」とい
う視点からのアプローチも好評でした。 

まちだ市民国際学 
－アフリカを知る  
ＦＩＦＡワールドカッ
プ出場国を通じて－ 

10回 581人 

ＦＩＦＡワールドカップ南アフリカ大会の開催
に合わせ、メディアがサッカーに注目する中、あ
えて、報道されないアフリカ社会の現実を学ぶこ
とを全体のねらいとしました。アフリカ出場国６
カ国を切り口として、各国に関する有識者を講師
に招き、実施しました。 

町田の郷土史Ⅰ 
－縄文から幕末まで－ 12回 615人 

町田の歴史を学ぶための入門的な講座として、
縄文から幕末まで時代を追って学習する講座で
す。講義で学んだ歴史を目で確かめられるバスツ
アーでは市内の史跡各所を見学しました。講座修
了後も個人やグループで郷土史の学習を続けたい
という声が多くありました。 

環境にやさしい 
陶芸入門講座 

－作って楽しく、使っ
て楽しいあなただけの
作品づくり－ 

9回 211人 

初心者を対象に、陶芸の一連の工程を学ぶ入門
として、タタラ作りやひも作りなどの基本的な技
法を学び、皿や壷、茶碗を制作しました。最終回
には作品鑑賞と受講生自身が作った茶碗を用いて
お茶会を行い、創作する楽しみと使う喜びを味わ
う講座になっています。 

人間科学 
－現代の「生老病死」
と向きあう－ 

11回 646人 

人間の「いのち」について人権と生命倫理の視
点から学ぶ講座として、「地域医療」「終末期医療」
「再生医療」「医療崩壊」「ｉＰＳ細胞研究」「臓器
移植問題」などを主な題材とし、企画運営しまし
た。講座修了後には、受講者の懇談会も行われま
した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境にやさしい陶芸入門講座 人間科学・人間関係学  
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後期講座（９月～１２月） 

講座名 講座 
回数 

延べ受講
出席者数 実施概要 

まちだ市民環境塾 
－今地球におきている
本当の事をしっかりと

学びます－ 

11回 273人 

名古屋で開催された「ＣＯＰ10生物多様性国際
会議」にちなんだ講義を講座の軸として、食の安
全性、ごみ・リサイクル、景観保全、環境教育の
講義も行い、地球環境問題を町田市民が自分のく
らしの中で受け止めるきっかけを与えました。 

心と体の元気学 
－健康な身体づくりを
始めましょう－ 

10回 566人 

毎年好評のカローリングや阿波踊りのほか、今
回は新たに腰痛膝痛体操や、ゆる体操を取り入れ、
今後の生活に役立つさまざまな運動を学びまし
た。講座終了時には、「これをきっかけに運動を習
慣づけていきたい」との感想がありました。 

まちだ市民国際学 
－東アジア共同体とは

何か？－ 
10回 590人 

北京オリンピック・上海万博など、世界が中国
に注目する中、「東アジア共同体構想」をテーマに
設定し、東アジア経済、東アジア文化圏、東アジ
アの安全保障等の視点から多面的に学びました。 

町田の郷土史Ⅱ 
－明治から現代まで－ 12回 570人 

明治から現代まで時代を追って学習する講義が
中心の講座です。小野路や野津田地域を歩きなが
ら、自分たちの目で歴史を確かめる現地見学も行
いました。今後も地域の歴史を学びたいという要
望に応えていける講座を実施します。 

環境にやさしい 
陶芸入門講座 

－作って楽しく、使っ
て楽しいあなただけの
作品づくり－ 

9回 107人 

 初心者を対象にした入門講座として、タタラ作
りやひも作りなど手びねりの技法での作品作り
や、釉薬掛けなどを行い、陶芸全般についての学
習、あわせて土器の野焼きなども実施しました。
最終回には作品鑑賞と受講生自身が作った茶碗を
用いてお茶会を行い、創作する楽しみと使う喜び
を味わう講座になっています。 

環境にやさしい 
陶芸講座 

－やきもののリサイク
ルに関する地産地消の
実証実験講座－  

10回 
(全コー
ス合計) 

101人 

 生活の中で壊れたり、不用になったりしたやき
ものを資源として、再びやきものに生まれ変わる
陶磁器のリサイクルについて学ぶ講座を実施しま
した。本講座は他市町村では類を見ないもので、
この講座の取り組みを「まちだ市民大学ＨＡＴＳ
紀要第１号」として発行しました。 

人間関係学 
－人間関係の多様性と

向き合う－ 
11回 654人 

価値観や人間関係が、ますます多様化している
現代、かけがえのない個を互いに認め合い、地域
で共に自分らしく生きるため、親子関係や性の多
様性、子どもや若者、結婚、労働、老後などの問
題をテーマとし、人間関係の多様性を学ぶ講座で
す。 

 

 

 

 

                                            

 

 

「環境にやさしい陶芸
講座」の様子です。 
不用になった食器を細
かくしています。 
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特別講座 

講座名 講座 
回数 

延べ受講
出席者数 実施概要 

－４６億歳の地球に、
今、私たちができるこ

と－ 
フリーアナウンサーの
生島ヒロシさんが語る 

1回 113人 

この講座は「まちだ市民環境塾」の特別公開講
座として実施しました。複雑で多様な生態系をど
う保全していくかという課題、あるいは、温暖化
問題など地球環境問題に対して、私たちのできる
ことを目的としました。  
エコで健康な生活スタイルの視点から、楽しく
エコライフを送るコツが、数多く提起されました。 

生涯学習コーディネー
ター養成講座 

－生涯学習コーディネ
ーターって何？－ 

5回 110人 

この講座は、町田市の生涯学習・社会教育を旧
来の行政主導から行政と住民の協働へと転換させ
るひとつのきっかけとして立案しました。町田市
の生涯学習を今後さらに推進・発展させていくリ
ーダーの養成を目的としています。講座終了後、
修了生の大半が参加する有志グループができ、講
座として成果が得られました。 

 

 

（３）生涯学習情報の提供・団体活動への援助  

市内には学習・文化活動を行っている社会教育関係団体が数多くあります。また、近年では個人

の生涯学習に対する関心も高まっています。そこで、教育委員会では、市民の皆さまにさまざまな

生涯学習に関する情報をお届けするとともに、市民団体の自主的な生涯学習活動がより活発に展開

されるよう、いろいろな制度を設けて援助を行っています。 

 ① 生涯学習情報の提供                 

  ○ 情報コーナー 

市役所森野分庁舎の１階に「情報コーナー」を設置しています。このコーナーでは、各方面

から送付される定期刊行物及び講座・催し物のチラシ配布、ポスター掲示をし、町田市内に限

らず、他の地域や学校等も含めたさまざまな生涯学習に関する情報を閲覧できるようになって

います。 

 

○ 生涯学習ＮＡＶＩ 

市民が生涯学習を行う際に役立てていただけるよう、町田市の講座・イベント情報誌「生涯

学習ＮＡＶＩ」を春と秋の２回発行し、無料で配布しています。生涯学習の事業を特集すると

ともに、市内や近隣の地域で催される講座及びイベント等を紹介しています。 

 
② 団体活動への援助 

  ○ 社会教育関係団体事業費補助金 

   市民を対象に行う発表会・講演会、青少年健全育成に関する事業など、社会教育の振興を促

進させると認められる事業を行う社会教育関係団体に対し、講師の謝礼、会場の借上料及び印

刷費等の事業にかかる経費の一部を援助しています。 
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社会教育関係団体事業費補助金申請団体数・交付総額・交付団体数 
区分 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

申請団体数 8 6 8 7 9 
補助金交付総額（円） 405,694 460,760 499,200 499,694 404,647 

交付団体数 8 6 8 7 8 

 

  ○ 社会教育関係団体講師派遣制度 

学習・文化活動を行うことを目的として活動する市内の団体が、会員以外にも広く参加を呼

びかけ、講師を招いて実施する学習会・講演会に対し、その講師の謝礼を援助しています。 

 

社会教育関係団体講師派遣制度謝礼支払額・申請団体数・実施団体数 
区分 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

謝礼支払額（円） 1,300,000 1,440,000 1,470,000 1,208,000 1,275,000 
申請団体数 67 73 74 63 67 
実施団体数 66 72 73 61 65 

 

 

（４）学校施設「特別教室」の開放   

 市民の学習・団体活動等、地域活動の場として、開放区画のある次の学校の「特別教室」の開放

を、学校教育に支障のない範囲で行っています。 

 

 ① 利用できる特別教室 

  ○ 本町田小学校 

   多目的室、ランチルーム 

  ○ 木曽境川小学校 

   理科室、図工室、音楽教室、家庭科室 

  ○ 小山ヶ丘小学校 

   会議室、理科室、図工室、音楽室、第３音楽室、家庭科室 

  ○ 鶴川中学校 

   小ホール（階段教室）、ミーティングルーム 

技術室及び家庭科室（夏季期間のみ可） 
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 ② 利用案内 

  ○ 利用時間 

   ・平日 午後６時30分～午後９時 

   ・土日祝日 午前９時～午後９時 

   ※午前・午後・夜間の３区分での利用となり、継続利用は原則できません。 

   ・夏季期間（夏休み）の平日 

    小学校・中学校 午後１時～午後５時 

    鶴川中学校（技術室・家庭科室）午後６時30分～午後９時 

  ○ 休室日 

 毎週水曜日、年末年始、学校行事又は、町田市教育委員会が指定する日 

  

③ 利用の方法 

利用する場合は、事前に団体登録が必要です。利用できる団体は、代表者が市内在住の20歳以上

の方で、５人以上で構成される団体（半数以上が市内在住又は在勤、在学者であること）です。団

体登録は、団体構成員名簿を用意した上で、生涯学習課で登録していただきます。 

 学校施設のため、活動内容によっては、利用できない場合もあります。利用申請受付は、利用す

る各開放校の管理人事務所において、決められた時間内のみとなります。 

・翌月分の申込み受付日時…毎月第１土曜日の午後１時（休室日の場合は第２土曜日） 

※ 受付時に、重複がある場合は、抽選となります。 

・空き状況での申込み受付日時（利用日の７日前まで）…平日午後６時30分～午後７時30分、土・

日曜日、祝休日は午後１時～午後２時 

 

2010年度利用状況 

学校 利用教室 延べ利用人数（人） 

本町田小学校 
多目的室 
ランチルーム 

1,040 

木曽境川小学校 

理科室 
図工室 
音楽室 
家庭科室 
ランチルーム（※） 

  981 

小山ヶ丘小学校 

会議室 
理科室 
図工室 
音楽室 
第３音楽室 
家庭科室 

2,329 

鶴川中学校 
小ホール（階段教室） 
ミーティングルーム 
技術室及び家庭科室 

  948 

        ※2011年3月まで。 
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 町田市の公民館は、昭和25年に原町田公会堂を譲り受け、町田町公民館として利用されるように

なったのが始まりです。その後昭和53年（1978年）に建て替えを行い、町田市公民館となりました。

しかし、市民のニ－ズに充分応えるには手狭になったため、原町田六丁目市街地再開発事業で建設

する商業ビル内に新公民館をつくることになり、1998年に利用者・地元住民・学識経験者等で構成

する公民館移転建設検討委員会が組織され、2000年９月に実施計画が報告されました。2002年６月

に竣工、2002年10月に『まちだ中央公民館』としてオープンしました。公民館では、さまざまな

事業を行い、またグループ活動や集会などへの会場提供などをとおして、市民の文化・学習活動の

機会提供に努めています。 

 

（１）施設概要 

○ 所在 町田市原町田６-８-１ 

○ 構造 鉄骨鉄筋コンクリート、一部鉄筋コンクリート・鉄骨造地下２階・地上８階建ての

内、６階～８階 

○ 延床面積 2,676.84㎡ 

 

 

（２）施設内容 

  ○ ホール 定員158名 

  ○ ホール控室 定員10名２室 

  ○ 学習室 定員30名１室 定員21名１室 定員18名１室 定員15名２室 定員12名２室 

  ○ 調理実習室 定員37名 

  ○ 美術工芸室 定員30名 

  ○ 視聴覚室 定員36名 

  ○ プレイルーム 定員18名 

 ○ 音楽室 定員24名１室 定員18名１室 

  ○ 和 室 定員45名１室 定員24名１室 

  ○ 保育室 定員20名１室 

 

（３）利用案内 

  ○ 利用時間 午前９時～午後10時 

  ○ 休館日 第４月曜日（祝日、振替休日にあたるときは、その翌日）、 

12月29日～翌年１月３日 

  ○ 使用できる方 

    市内在住、在勤、在学の方で構成するサークル（５人以上）の方 

○ 申し込み 

   「町田市施設案内予約システム」により、抽選申し込み及び空き施設の予約ができます。 

２．公民館 
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（４）各種講座等の開催 

公民館では講座、講演会、コンサート等を開催しています。講座・講演会の一部は、公民館から

出向き、地域でも開催しています。また、市民企画による講座・学級、公民館まつりなど、さまざ

まな事業を実施しています。 

 

① 講座型 

  講座型の事業では、市民講座や文学講座、家庭教育、市内の大学・民間企業との共催などを実

施しています。 

市民講座や文学講座は、今日的課題や趣味・教養に関する内容などで実施しています。 

  家庭教育学級は、子どもを持つ親を対象に実施しています。乳幼児・小学生・中学生の３つの

コースがあり、それぞれ今日的課題について学んでいます。 

  

② 講演会等 

  身近な問題を中心に、だれもが気軽に参加できるような内容で単発の講演会やコンサートを実

施しています。また、青少年を対象に“夏休み子どもフェアー”や“春休み子どもひろば”など

も行っています。 

  

③ 市民企画型 

  市民が企画する事業として、市民企画講座と自主学級があります。 

  市民企画講座は、市内各地域での住民による主体的な講座開催を目的とし、市民５人以上で組

織する運営委員会が公民館職員と協力して企画、運営、実施するものです。生活の改善や住みや

すい街づくりにつながり、公民館周辺以外の施設で実施予定の企画を優先的に採り上げます。 

自主学級は、変動する社会の中で、「男女共生」・「家庭教育」・「公民館の学び」という３

つのテーマから継続的かつ集団的な学習を通して、生活文化の振興、社会福祉の増進を目指して

います。10～20名で集まり、学級内容を決めて､自主的に運営していくもので、講師謝礼と保育

を公費で行っています。 

 

 ④ 公民館まつり 

公民館を利用している多くの団体、サークルが、日

頃の成果を発表し、交流する場として1981年から毎年

行っています。 

 

 

 

 

 
公民館まつり 
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（５）ことぶき大学 

 ことぶき大学のはじまりは、1966年に開催された60歳以上の方対象の学級です。内容は、日本経

済の動向、長寿の秘けつ、芸術鑑賞、老後の生活設計、高齢者の健康管理などでした。その後、高

齢者の増加と多様な学習要望に応えるために制度の改正を行い、現在に至っています。歴史・文学

等概ね11コースを実施し、“楽しく学んで豊かに生きる”をモットーに約1,000名以上の方が、学

習や交流に楽しい時を過ごしています。 

 

 

（６）障がい者青年学級 

 1974年、障がいのある青年20名の参加で開設された障がい者青年学級は、現在、170名を超える

青年が参加し、６月～３月まで月２回の日曜日に公民館とひかり療育園を会場に、さらに1997年度

に町田第二小学校で始まった土曜学級が現在では、月２回の土曜日に公民館を会場に活動を行って

います。この青年学級は、障がい者の教育保障の視点から開設しているもので、“生きる力、働く

力”の獲得を目標に学習活動、自治活動、仲間づくり、集団づくりを行っています。 

 

 

（７）町田市公民館運営審議会 

 公民館運営審議会は、学校関係者（１名）、学識経験者（３名）、公募の市民（11 名）からなる

15 名の委員で構成されています。毎月定例会を開催し、館長の諮問に応じ、公民館における各種事

業の企画実施につき、調査、審議を行っています。2004 年１月には「障がい者青年学級の将来的あ

り方について」の答申を作成したほか、公民館利用者懇談会などに関わっています。 

 

 

（８）施設貸し出し状況（2010年度） 

会議室名 利用件数（件） 利用人数（人） 
ホール 915 34,122 
学習室１・２ 1,720 20,795 
学習室３・４ 1,688 12,076 
学習室５・６・７ 2,553 21,000 
和室１・２ 1,638 14,342 
音楽室１・２ 1,773 15,674 
プレイルーム 852 7,668 
調理実習室 848 10,525 
美術工芸室 850 9,280 
視聴覚室 846 11,905 
保育室 477 5,481 
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（９）事業一覧（2010年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

形態 対象 回数 人数
(延)

・ 6 134
・ 童話を書いてみよう -童話創作実践講座- 4 73
・ パイプオルガンの魅力 3 62
・ 糖尿病予防講座 5 78

・ 乳幼児を持つ保護者のための講座 7 139
・ 小学生を持つ保護者のための講座 4 44
・ 中学生を持つ保護者のための講座 4 53

・ きしゃポッポ 33 612
・ パパきしゃ 11 65

・ グローバルに考える 3 89

一
　
般

家庭教育学級

親と子の交流ひろば

　　事　　業　　名

市民講座
箏で音楽の歴史を体感！

東京女学館大学共催講座

講
　
座
　
型

形態 対象 回数 人数
(延)

市民企画講座
・ 完璧な親なんていない 6 40
・ えのぐをつくる・つかう 3 50
・ 賢いマンション管理の基礎講座 4 44
・ 子どもの文化を考えよう！ 5 180
・ 古武術介護予防と高齢者の為の基礎知識 3 63
・ かけがえのない命！今、私たちに必要なこと！ 5 65
・ ゆるやかな地域でのつながりを求めて 4 47
・ 公民館で何かができる！ 6 121
・ 夫婦の関係が良くなる三つのヒケツ！ 3 40
・ 知って　癒して　人間関係 3 41
市民共催講座
・ 町田をもっと知る講座 3 420
・ 1 58
自主男女共生学級
●学級（学習）活動　（各学級単位で月１～２回、テーマに沿っての学習） 1,690
●開級記念講演会 3 89

・ 1 51
・ コミックから読み取るジェンダー 1 25
・ 公民館の学びを考える 1 26
●閉級式（３回とも研修会のテーマから一つを選んでグループ討議）
・ 第３回目は、地震のため中止 2 50

●研修企画
性教育と生教育

　　事　　業　　名

市
　
民
　
企
　
画
　
型

名主日記に読む幕末の町田

一
　
般

12学級
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形態 対象 回数 人数
(延)

・ Vol.49　 ～春風にのせて～小林正枝『ヴァイオリンの夕べ』 1 160
・ 第５回　まちだフレッシュコンサート　 1 143
・ Vol.50　 「室内楽の愉しみ」 1 129
・ 1 133
・ 1 123

・ 1 136
・ 1 137
・ 1 124

・ 1 125
平和事業
・ 戦時資料展（サダコと折り鶴・原爆ポスター展・戦時資料展） 9 421
・ 「原爆体験談」 1 31
・ 中央大学の学生製作「多摩の戦跡」ＤＶＤ上映 9 421
・ 「65年目の平和を祈る語り読み」 1 79
・ 「紙芝居」上演 2 110
・ すいとん試食会 1 80
他部共催事業
・ 防災展 5 363
・ 1 50
・ 木造住宅の耐震相談会 1 21
・ 1 20
・ アフガンに生きる子どもたち 　　《福祉総務課共催》 1 60
・ 阪神淡路大震災避難所から考える 　　《防災安全課共催》 1 101
・ 中里 斉氏によるギャラリートーク 1 17
・ 観音・地蔵が人々に与えたパワーとは…。 1 24
大学等共催事業
・ まち・コレ 1 76
・ 昭和薬科大学共催「食と健康」 1 95
民間企業等共催事業
・ 町田市シルバー人材センター共催「まちだの達人」 1 21
・ 五藤光学研究所共催「親子星空教室」 1 116
・ 五藤光学研究所共催「小惑星探査機はやぶさ」講演会 1 116
・ 町田商工会議所共催「リスク・マネジメント　シンポジウム」 1 48
市民共催講演会
・ 江戸・東京の町づくり 1 125
その他講演会等
・ 花粉症対策 1 63
・ 1 34
・ 今年の夏は浴衣を着よう！ 1 14
・ 和太鼓一日体験講座 1 25

～ヴィオラとチェロとピアノ～楽しいアンサンブル

サタデーライブ10  タイムトリップ・コンサート
Vol.53　 ピアノデュオJumellesによるコンサート

《防災安全課・住宅課・町田
　消防署共催》「防災・救急展」自主防災組織防災リーダー養成講座

　　事　　業　　名

働かざる者を食わすべし？－ﾍﾞｰｼｯｸ・ｲﾝｶﾑ　その思想と理論－

　　《国際版画美術館共催》

             ～冬の夜のおくりもの～

講
　
演
　
会
　
等

第５回総合健康づくりフェアー2010（台風のため午前中のみ開催）

Vol.51　 「秋の訪れと共に愉しむ、ピアノトリオの調べ

サタデーコンサート

Vol.52　 「野田清隆ピアノリサイタル」

一
　
般

夏休みこどもコンサート

            ～ロマン派からピアソラへ～」

サタデーライブ９  Ｐａｎａｎａ Ｃａｔ’２ コンサート
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形態 回数 参加
(延)

第30回公民館まつり 4 63団体
　　（10月22 ・23・24日） 3日 27団体

3日 34団体
3日 2団体
3日 2,836人

公民館だより　（発行　６回／編集会議　12回） 12
編集委員：市民公募３名・公運審２名

印刷機講習会 2 4団体

そ
の
他

来館者
模擬店
発表
展示
実行委員会

　　事　　業　　名

形態 回数 人数
(延)

● 　　公民館学級 1 75
　　ひかり学級 1 66
　　土曜学級 1 68

●学級活動
①　公民館学級　原則として第１・３日曜日に月２回実施（公民館） 12 934
②　ひかり学級　原則として第１・３日曜日に月２回実施（ひかり療育園） 12 750
③　土曜学級　　原則として第２・４土曜日に月２回実施（公民館） 12 761
●合宿　　公民館学級 2 139

　ひかり学級 2 118
　土曜学級 2 130

●成果発表会　　　公民館学級 1 79
　　　　　 ひかり学級 1 65
　　　　 　土曜学級 1 71

●担当者会議 39 1,525
●担当者調整会議 8 48
●ニュース作り 16 118
●青年学級を語る会　　 公民館学級 1 34

　　　　　　　　ひかり学級 1 21
　  　　　　　　土曜学級 1 35

●スポーツ大会（東京都） 1 21
●スポーツ大会（町田市） 1 27
●学級活動総括 2 46
●公民館まつり参加（年１回） 1 60

　　事　　業　　名

障
が
い
者
青
年
学
級

開級式

形態 対象 回数 人数
(延)

① 文学 6 806
② 歴史 6 806
③ 美術 6 843
④ 音楽　 6 805
⑤ 中国の文化 6 752
⑥ 日本の伝統 6 124
⑦ 健康 6 140
⑧ 絵手紙 6 124
⑨ 鎌倉散歩 7 91

　　事　　業　　名

高
齢
者

こ
と
ぶ
き
大
学
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市立図書館の前身は、1953年ごろ町田町役場内に設置された図書室で、1956年９月に「町田

町立図書館」となりました。開館当初は蔵書が1,000冊にも満たない閲覧中心の施設でした。1958

年２月、市制施行に伴って館名を「町田市立図書館」と改め、更に1968年９月には中町２丁目

に移転して、プレハブ建てながらも個人貸出しの図書館としてスタートしました。その後移動図

書館「そよかぜ号」の巡回を1970年10月よりはじめ、1972年５月には建て替えにより新装オープ

ンしています。また、1972年２月に「鶴川分館」（1977年10月に現在地に移転）、1974年６月

に「金森分館」（2000年７月に現在地に移転）、1976年７月に「木曽山崎分館」、1983年９月に

は「堺分館」がそれぞれ開館しました。 

1980年代後半から新しい図書館の建設を望む声が高まり、1990年11月に中央図書館が開館、

ＣＤ、ビデオなどの貸出や館内視聴といった新しいサービスが始まりました。貸出返却をコン

ピュータで行う市内の中心的図書館の誕生です。これに伴って「町田市立町田図書館」は「さる

びあ図書館」に、その他の分館もそれぞれ「図書館」に名称を変え、地域館として新たなスター

トを切りました。1992年の７月には市立の図書館全館をコンピュータで結ぶオンライン化も完成し

ています。 

その後1999年４月からは祝日開館、平日の開館時間の延長及び地域館の夜間延長の実施、同年11

月には貸出冊数制限の緩和を行いました。 

 

町田市立図書館一覧 

館名 所在地 電話 開館年月日 建物面積 

中央図書館 原町田 3-2-9 728-8220 1990.11.30 5,262.00 ㎡ 

さるびあ図書館 中町 2-13-23 722-3768 1972. 5.22 1,234.32 ㎡ 

鶴川図書館 鶴川 6-7-2-1-101 735-5691 1972. 2.15 259.75 ㎡ 

金森図書館 金森 1021 710-1717 1974. 6. 3 1,494.56 ㎡ 

木曽山崎図書館 山崎町 2160 793-6767 1976. 7.15 320.60 ㎡ 

堺図書館 相原町 795-1 774-2131 1983. 9.25 429.00 ㎡ 

町田市民文学館 原町田 4-16-17 739-3420 2006.10.27 2,156.27 ㎡ 

 

 

開館時間と休館日 

館名 開館時間 休館日 

中央図書館 
火・水・金 

木・土・日・祝休日 

午前10時～午後８時 

午前10時～午後５時 

さるびあ 

鶴川 

金森 

木曽山崎 

堺 

火・水・金 

木・土・日・祝休日 

午前10時～午後６時 

午前10時～午後５時 

町田市民文学館 火～日、祝休日 午前10時～午後５時 

・毎週月曜日（祝休日の場合

は開館） 

・毎月第２木曜日（祝日の場

合は開館し、翌日休館） 

・特別館内整理期間 

・年末年始 

３．図書館 
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蔵書統計（図書資料・視聴覚資料） 

 一般図書 児童図書 地域資料 図書資料合計（冊） 視聴覚資料 

中央 457,009 67,457 39,092 563,558 43,699 

さるびあ 80,709 49,865 3,564 134,138 7 

鶴川 29,507 20,814 1,414 51,735 7 

金森 94,384 43,196 2,439 140,019 11 

木曽山崎 41,294 24,954 1,820 68,068 9 

堺 45,757 28,907 2,376 77,040 16 

町田市民文学館 17,439 1,801 123 19,363 0 

※視聴覚資料（ＣＤ、カセットテープ、ＬＤ、ビデオテープ、ＤＶＤ） 

 

（１）貸出サービス 

  ① 個人貸出 

町田市内在住・在勤・在学の方を対象に、利用券を発行し貸出を行っています。 

利用登録後は、全館合わせて本・雑誌など１人10冊２週間（うち新刊扱いの雑誌は１人１冊

１週間・貸出用レファレンス資料は１週間）、ＤＶＤ・ビデオテープ・ＣＤ・カセットテープ

は合わせて１人３点１週間借りることができます。 

 

個人登録者数（町田市）  

一般 児童 在学一般 在学児童 在勤 合計（人） 

86,188 15,140 2,286 123 2,493 106,230 

 

 

図書資料・視聴覚資料 個人貸出冊数 

 一般図書 地域資料 児童図書 雑誌 合計（冊） 視聴覚資料(点) 

中央 1,068,027 4,517 197,262 63,047 1,332,853 243,665 

さるびあ 273,298 362 126,193 33,028 432,881 22 

鶴川 293,125 740 174,663 32,442 500,970 1 

金森 527,461 959 309,433 59,895 897,748 0 

木曽山崎 261,203 424 131,909 25,670 419,206 0 

堺 113,947 264 74,378 10,707 199,296 0 

さるびあ移動図書館 49,164 13 41,973 6,140 97,290 0 

堺移動図書館 19,563 5 31,361 2,987 53,916 0 

町田市民文学館 3,318 21 1,310 312 4,961 0 

Web-OPAC※ 136,664 482 30,181 7,439 174,766 0 

合計 2,745,770 7,787 1,118,663 241,667 4,113,887 243,688 

※インターネットからの貸出延長数 
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  ② 団体貸出 

図書館に利用登録がある地域文庫や読書会等を対象に、図書の団体貸出しを行っています。 

 

2010 年度 団体登録数 

区分 種別 団体数 貸出冊数・期間 

①学校・地域文庫 小学校 

地域文庫 

51 

15 
600 冊・６ヶ月 

②読み聞かせ団体・その他 保育園・幼稚園 

読書会 

学童保育クラブ 

その他 

26 

52 

15 

26 

300 冊・３ヶ月 

③庁内 市役所各課 47 50 冊・１ヶ月 

合計  232  

 

2010 年度 図書資料 団体貸出冊数 

 一般図書 児童図書 雑誌 合計（冊） 

中央 467 2927 110 3,504 

さるびあ 264 7,204  59 7,527 

鶴川 32  607   2  641 

金森 715 3,256  87 4,058 

木曽山崎 29 417  11  457 

堺 217 917   2 1,136 

さるびあ移動図書館   31 1,487   1 1,519 

堺移動図書館  643 1,328  384 2,355 

町田市民文学館  51 171 1 223 

合計 2,449 18,314  657 21,420 

 

  ③ 学校図書館支援貸出（配本システム＝軽自動車メールカー運行による配本） 

学校図書館の資料が不十分である現状の中で、図書館が学校図書館を支援するため、2008

年６月から開始しました。さるびあ図書館が担当し、調べ学習等の資料を定期的に配本し、貸

出すことで学校図書館をサポートしています。 

 

2010 年度 学校支援貸出冊数等 

 小学校 中学校 

登録学校数（校）  36  11 

依頼学校数（校） 103  12 

依頼件数（冊） 135  12 

貸出総冊数 3,860 316 
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④ 市民センター等における図書館資料（予約資料）受渡しサービス 

近くに図書館がない地域の市民向けに、2010年９月から忠生市民センター、小山市民センタ

ー及び南町田駅前連絡所で図書館資料の予約資料受渡しサービスを開始しました。 

 

2010年度 受渡し冊数一覧 

場所 冊数 

忠生市民センター 3,073 

小山市民センター   1,755 

南町田駅前連絡所   8,815 

 

 

（２）移動図書館サービス 

図書館が身近にない地域に対して図書館サー

ビスを継続的に提供するため、３台の移動図書館

「そよかぜ号」が２週間に１回、66箇所のサービ

スステーション（さるびあ図書館から２台で42

箇所、堺図書館から１台で24箇所）に巡回してい

ます。 

 

 

2010 年度 移動図書館利用者数・巡回数 

 移動図書館利用者数 移動図書館巡回数 

さるびあ 17,738  984  

堺 10,041  538  

 

 

（３）リクエストサービス 

  求める図書が見当たらないときは、リクエストをすることができます（2011年10月より制度変

更し１人10冊まで）。対象は町田市内在住・在勤・在学の利用登録者で、申込み方法はリクエス

ト用紙によるカウンター受付のほか、館内利用者検索機、インターネットからも可能です。 

リクエストを受けた図書が貸出中の場合は、返却後、受付順に貸出しています（リクエストの

取り置きは、用意ができてから10日間）。図書館で所蔵していない図書の場合は、新たに購入し

たり、他の図書館から借り入れるなどして、なるべく早く貸出しができるようにしています。 

 

 

移動図書館車 
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2010 年度 リクエスト件数 

 カウンター 館内利用検索機 インターネット 合計（件） 

中央 40,902 21,047 163,722 225,671 

さるびあ 15,432  7,265  64,769  87,466 

鶴川 14,881  8,645 109,468 132,994 

金森 24,305 18,933 149,934 193,172 

木曽山崎 16,471  7,047  53,698  77,216 

堺 4,676  3,383  19,203  27,262 

さるびあ移動図書館  9,855 － －   9,855 

堺移動図書館  7,321 － －   7,321 

町田市民文学館 632 338 896 1,866 

合計 134,475 66,658 561,690 762,823 

 

 

（４）レファレンスサービス 

図書館の資料や機能を活用して、利用者からのさまざまな調べものや探しものについてお手伝

いするサービスです。中央図書館においては、専用カウンターを設け、各種有料データベースに

よる検索サービスも行っています。 

 

2010年度 レファレンス受付件数（中央図書館のみ） 

レファレンスカウンター

総受付件数（件）※ 

レファレンス 

（一般） 

レファレンス 

（地域資料） 

10,619 8,305 1,088 

※レファレンスカウンター総受付件数には、貸出その他を含みます。 

 

 

（５）障がい者サービス 

目の不自由な方に録音図書・点字図書の貸出、製作や、対面朗読を行っています。 

また、来館が困難な方には、市民ボランティアのご協力により宅配貸出のサービスも行ってい

ます。 

設備としては各館に車いすで利用できるトイレやスロープ等があります。 

 

2010年度 対面朗読 

実施館 実利用者数 延べ件数 実朗読者数 朗読時間 

中央・木曽山崎 10 405 36 876時間51分 
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2010年度 視覚障がい者への障がい者用資料の郵送貸出 

録音（テープ） 録音（デイジー）※ 点字資料・絵本 合計（点） 

2,262 547 127 2,936 
※ デイジー･･･専用機器やパソコンソフトで再生するデジタル録音図書の名称。 
ＤＡＩＳＹという規格に基づき、ＣＤ－Ｒに記録してあります。 

 
2010年度 肢体不自由利用者への宅配貸出 

 実利用者数 延べ利用者数 実宅配者数 貸出点数 

中央 ※ 4 84 11 482 

さるびあ 2 46 2 103 

鶴川 2 47 2 324 

金森 7 129 8 588 

木曽山崎 3 36 3 245 

堺 1 23 1 110 

合計 19 365 27 1,852 

※ 玉川学園文化センターを経由しての貸出を含みます。 

 

（６）視聴覚サービス 

 中央図書館では視聴覚資料の貸出しを行っています。館内ではＣＤ・カセットテープ・ビデオテ

ープ・レーザーディスクの視聴（試聴）もできます。 

 また、持込みのノートパソコンが利用できるパソコン席を設けています。無線ＬＡＮサービス「ホ

ットスポット」のアクセスポイントも設置しており、契約していればインターネットの利用も可能

です。 

 

（７）児童サービス 

  本と子どもを結びつけるため各館とも児童コーナーの充実に努めており、いつも子どもたちで

にぎわっています。子どもの新刊本リスト「みんなでよもうこどものほん」の発行や、おはなし

会、乳幼児向けおはなし会、子ども映画会などの行事も行っています。 
 

2010 年度 児童向け事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはなし会 乳幼児向けおはなし会 子ども映画会  

開催数 参加者数 開催数 参加者数 開催数 参加者数 

中央 76 1,243 24 686 12 403 

さるびあ 24 428 23 713 － － 

鶴川 24 358 2 36 － － 

金森 46 1,212 11 353 － － 

木曽山崎 49 1,251 23 734 11 330 

堺 34 407 － － 12 137 
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（８）ヤングアダルトサービス 

中高生の年代を対象にしたサービスを行っています。ライトノベルや職業案内の本などが多くあ

ります。ヤングアダルト新刊本案内「ＹＡ通信」を毎月発行していて、館内で配布するほか中学校、

高等学校へも送っています。また、中央図書館のヤングアダルトコーナーには、利用者が自由に記

載できる「わいわいノート」が置かれていて、とても人気があります。 
 

 

（９）ホームページ上でのサービス 

 インターネットの普及に対応するため、2004年４月よりホームページ上での蔵書検索サービス、

リクエスト受付、電子メールによる利用者への予約連絡サービスを実施しました。さらに、2010年

２月からはインターネットによる貸出延長サービスも実施しています。 

【ＵＲＬ】 

http://www.city.machida.tokyo.jp/bunka/bunka_geijutsu/cul/cul08library/library.html 

 

 

（10）相互利用サービス 

1998年12月に相模原市と、2007年10月に八王子市と、さらに2008年４月に府中市・調布市・日野

市・多摩市・稲城市との間に相互利用協定が結ばれ、町田市民も前記各市の図書館が利用できるよ

うになりました。 

なお、相互利用市の市民からの資料予約は受け付けていません。 

 

個人登録者数（相互利用市民）     2011 年 3 月 31 日現在 

相模原 八王子 日野 多摩 調布 稲城 府中 合計（人） 

13,562 569 70 153 29 63 34 14,480 

 

 

2010 年度 相互利用貸出冊数 

 図書・雑誌 視聴覚資料 ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟ資料 合計（冊） 

相模原市 289,178 45,977 30 335,185 

八王子市 10,333 741 0 11,074 

稲城市 166 81 0 247 

調布市 123 3 0 126 

府中市 187 14 0 201 

日野市 1,166 159 0 1,325 

多摩市 452 368 0 820 

合計 301,605 47,343 30 348,978 
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（11）行事 

図書館では、以下のような行事を開催しています。 

  ○ 講演会 

参加者の知的興味を満足させるとともに、図書館の利用につながるような講演会を実施して

います。 

   

○ 映画会 

月毎にテーマを決め、毎週金曜日、中央図書館６階ホールで映画を上映しています。また、

毎月第３金曜日には、２歳から就学前のお子様をお預かりする保育付き映画会も行っています。 

   

○ 図書館入門講座 

図書館を使い慣れていない方に、図書館の上手な利用法を知っていただき、気軽に図書館を

利用していただけるよう、本の並べ方や利用者用検索機の使い方、館内見学を内容とした講座

を実施しています。 

 

○ 展示会 

中央図書館４･５階エスカレーターに沿ってあるショーケースや壁面に、個人やグループの

作品（絵画･写真・工芸品）を展示しています。展示期間は、原則２週間です。年に１度、12

月から１月に市広報やチラシなどで翌年度分の募集を行います。 

 

2010年度 実施行事等一覧 

行事名 回数（回） 参加者数（人） 

講演会 6 663 

映画会 48 4,957 

図書館入門講座 6 60 

展示会 24 － 

 

○ 周年行事 

2010年は「国民読書年」であるとともに、中央図書館開館20周年、移動図書館運行40周年、

金森図書館移転10周年にあたっていました。そこで、それぞれを記念した行事を行いました。

中央図書館では、市民の実行委員会が「フェスタ ぶらり ライブラリー ｉｎ まちだ」を企画・

運営し、講演会・おはなし会・展示会等多数の行事を行いました。移動図書館については、パ

ネル展示やぬりえの募集・掲示、「そよかぜ号」体験学習等のイベントを通じて、移動図書館

のＰＲを行いました。また、金森図書館では、紙芝居師による紙芝居公演や10周年年表の展示

等のイベントを行いました。 
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（12）町田市立図書館協議会 

図書館協議会は、図書館の運営に関し、館長の諮問に応ずるとともに、図書館の主催する事業及

び図書館奉仕について、審議等を行っています。 

 

 

（13）町田市子ども読書活動推進計画 

 町田市では子どもと読書に関する施策の基本として、2004 年 12 月に町田市子ども読書活動推進

計画を策定し 2005 年４月から 2010 年３月まで取り組みを行いました。それらの成果と課題を検証

した上で、2010 年３月に「第二次町田市子ども読書活動推進計画」を策定し、2010 年４月から取

り組みを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田市立図書館キャラクター「よむぽん」 
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 町田市民文学館ことばらんどは、1997 年、故遠藤周作氏の蔵書・遺品の寄贈をきっかけにおこ

った「町田市に文学館を」の声に応え、2006 年 10 月に開館しました。この間、小説家八木義德氏

や桜田常久氏、作詞家宮川哲夫氏の資料など、町田ゆかりの文学者の資料が次々と寄贈されました。

これら後世に伝えるべき町田の文化遺産を収集し、保存・公開を行うことが当館の大きな目的であ

り、市民が文学を通し出会い、交流し、その成果を発表しあえる「市民の文学活動」の拠点となる

ことを目指しています。 

中心市街地に隣接する、かつては公民館として親しまれていた立地や、図書館との密接な連携も

当館の特徴です。町田の文学資源を繋ぐネットワークの要として機能するとともに、展覧会や講演

会を通じて文学の新たな魅力を伝え、「ことば」のもつ力との出会いをお手伝いします。 

 

（１）施設概要 

○ 所在 町田市原町田 4‐16‐17 

  ○ 電話 739・3420 

  ○ 構造 鉄筋コンクリート、地下２階、地上３階建て 

  ○ 延床面積 2,156.27 ㎡ 

 

 

（２）施設内容 

○ １階 文学サロン、資料閲覧室、市民研究員室、印刷室 

○ ２階 展示室、大会議室   

○ ３階 会議室（６室）、保育室 

 

 

（３）利用案内 

○ 開館時間 会議室・文学サロン 午前９時～午後 10 時  

展示室・資料閲覧室 午前 10 時～午後５時 

（展示室入室は午後４時 30 分まで） 

 

○ 休館日 月曜日（祝休日・振替休日のときは開館）、 

毎月第２木曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）、 

12 月 29 日～翌年１月４日、特別整理日 

 

 

（４）各種機能 

① 図書館機能 

 町田ゆかりの文学者の著作や研究書、市民著作、雑誌、文学全集、児童書、辞・事典類、全国

４．町田市民文学館 

町田市民文学館 
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の文学館の情報ファイルなどを文学サロン、資料閲覧室で閲覧することができます。 

  さらに、町田市立図書館の利用券を使って資料の貸出し、リクエスト制度を利用することがで

きます。その他、文学資料に関する相談（レファレンスサービス）にも積極的にお応えしていま

す。 

 ※ 統計については、第３章「図書館」参照  

 

② 資料の収集・保存・展示機能 

○ 収集・保存 

  町田ゆかりの文学者の資料を中心に、文学資料の収集・保存をしています。 

 

○ 調査研究 

町田ゆかりの文学者の資料の調査研究及び情報の提供を行っています。市民の研究活動を学

芸員が支援する「市民研究員制度」では、新たな３つのテーマで活動を行っています。 

 

○ 展覧会 

   町田ゆかりの文学者を取り上げる展覧会を中心に、夏休み期間中の子どもたちも楽しめる展

覧会を含め、年４回の展覧会を行っています。 

 

2010 年度 展覧会一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展覧会名 会期日数（日間） 入館者数（人） 

紙芝居がやってきた！展 61  4,270 

ひらけ！ときめく絵本たち－わたなべゆういち展  61  7,289 

生誕 100 年 随筆家・白洲正子 

 －あざやかなる生の軌跡展 
39  4,076 

没後 30 年 芥川賞作家・桜田常久展 

 －町田の戦中・戦後を生きて－ 
55  3,591 

紙芝居展 

白洲正子展 

わたなべゆういち展 

桜田常久展 
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③ 学習機能 

 「町田の文学」の魅力を発見し、「文学のおもしろさ」や「ことばの力」に触れることができ

る講座、講演会、おはなし会などを開催しています。 

  

○ 講座等 

  乳幼児と保護者を対象に「ちちんぷいぷい」、小学生を対象に「ことばであそぼう！」、「お

となのためのおはなし会」など“ことばを楽しむ”定期的な活動を行っています。連句講座や

文学講座、児童文学講座など、市民の生活を豊かにし、生きる力の糧となる講座を開催してい

ます。また講座終了後のサークル作りの援助も行っています。 

 

○ 講演会 

展示に関連したテーマでの講演会、ことばやさまざまな文学に関連したテーマでの講演会を

開催し、“文学はおもしろい”のメッセージを発信します。 

 

2010 年度実施 展示関連事業・学習事業一覧（一般対象） 

 ※展＝展覧会関連事業、学＝学習事業 

講演会 回数（回） 参加者数（人） 

展「時代をつなぐ紙芝居～紙芝居文化史」 1 103 

展「絵本から広がる世界」 1 62 

展 対談「随筆家・白洲正子の素顔」 1 103 

展「北斎入門－桜田常久『画狂人北斎』にちなんで」 1 62 

展「町田に生きた桜田常久をめぐる人々」 1 71 

学「一太郎・ＡＴＯＫ開発物語」 1 35 

学「詩歌に探る日本の秋」 1 87 

計 7 523 

   

講座 回数（回） 参加者数（人） 

展 ワークショップ「演じてみよう紙芝居」 1 30 

展 文学散歩 「正子が歩いた三輪」「正子が歩いた東京の坂道」 2 37 

展「自筆原稿で読む白洲正子」 1 18 

展「万葉の歌人たち－桜田常久展に寄せて」 2 106 

学 近代文学講座 「熟年の目で読む日本の名作－昭和後期（戦後）編」 8 148 

学 文学講座 「現代の詩を読んでいく」「鬼貫の内なる芭蕉」「近

代短歌の水脈」「英米児童文学への招待」 
11 402 

学 連句講座（入門編） 5 82 

計 30 823 
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イベント 回数（回） 参加者数（人） 

展 白洲正子展 内覧会 1 34 

展 白洲正子展 朗読会 

「朗読で味わう白洲正子の世界」「ことばで奏でる隠れ里」 
2 127 

展 桜田常久展 内覧会 1 51 

展 桜田常久展 朗読会「平賀源内」「町田で暮らした日々」 2 75 

展 展示解説 29 405 

学 大人のためのおはなし会 11 813 

学 紙芝居・大人の時間 9 415 

学 百人一首かるた大会 1 14 

学 文学館まつり 1 363 

学 ちちちんぷいぷい支援隊会議 10 249 

計 67 2,546 

 

 

2010 年度実施 展示関連事業・学習事業一覧（子ども対象） 

 ※展＝展覧会関連事業、学＝学習事業 

講座 回数（回） 参加者数（人） 

展 ワークショップ「しかけ絵本づくりにチャレンジ！」 3 106 

展 ワークショップ「つくってみよう！自分だけのねこざかなかるた」 1 35 

学 ちちんぷいぷい（0～1歳児親子） 30 908 

学 子ども俳句教室 春・秋（小学生） 6 75 

学 紙芝居ワークショップ（中高校生） 1 5 

学 消しゴムはんこを作って夏のたよりを出そう（小学生） 1 10 

学 クリスマスおたのしみ会（5歳～小学生） 1 87 

学 こども年賀状教室（小中学生対象） 2 31 

学 ねこざかなかるた大会（小学生） 1 7 

学 百人一首かるた会（小学生） 1 20 

学 ダイナミック書初め（小学生） 1 20 

学 ２歳児あつまれ！ 夏・秋・冬 3 121 

計 51 1,425 
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イベント 回数（回） 参加者数（人） 

展 紙芝居上演会「紙芝居がはじまるよ」 2 122 

展 紙芝居上演会「毎週土曜は紙芝居！」 9 271 

展「おはなしとハープの音色でたどるわたなべゆういちの世界」 1 253 

展 ことばらんど劇場「みる・きく・たのしむ！絵本のみりょく」 2 159 

展 わたなべゆういち展 おはなし会 7 136 

学 かみしばいの時間です（乳幼児親子） 1 98 

計 22 1,039 

 

 

2010 年度実施 市民研究員制度 

 市民研究会 回数（回） 参加者数（人） 

「白洲正子を読む会」 12 9 

「町田文学散歩マップ 玉川学園編をつくろう」 10 8 

「みんなでつくろう！まほろＭＡＰ」 6 23 

計 28 40 

 

④ 施設貸出機能 

町田市施設案内予約システムに登録できる団体でその活動内容が文学に関する研究・創作・読

書会・朗読会等である場合、文学館を「ホームグラウンド」として登録することができます。 

 

2010 年度利用実績 

会議室使用回数 会議室利用人数 保育室利用回数 保育室利用人数 

3,492 回 36,967 人 119 回 1,859 人 
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 町田市には古代の遺跡をはじめ、先人の遺した多くの文化遺産があります。しかし、近年の宅地

開発や土地区画整理により、遺跡や古い建造物などの歴史資料が失われ、また、生活様式の変化に

より、古くからの生活用具や伝承などの民俗資料も失われつつあります。これらの文化財は、先人

の生活ぶりを正しく知るための手掛かりとなるものです。町田市では 1960 年、町田市文化財保護

条例を制定し、失われつつある文化財の保護に努めるとともに、郷土の歴史・文化を未来へ継承す

るため、資料の収集、保存、展示、調査研究等を行っています。 

 

（１）自由民権資料館 

 明治10年代、全国各地で自由と権利を求めた運動が盛りあがり、薩長を中心とした明治藩閥政治

に対して国会開設・憲法制定・地租軽減・自治などを要求し、その実現を目指した自由民権運動が

展開されました。三多摩を含む神奈川県でも活発な動きがあり、なかでも町田市域は石阪昌孝や村

野常右衛門、青木正太郎、細野喜代四郎ら有力な指導者を輩出しました。結社と呼ばれる組織がつ

くられ、政治学習運動が推し進められました。この運動のなかで、野津田村の村野常右衛門が私

財を割き、1883年（明治16）２月に建てたのが「凌霜館（りょうそうかん）」という文武道場でし

た。 

 1984年11月にこの凌霜館跡地が子孫の方から市に寄付されたのを受け、市ではこのゆかりの地に

自由民権運動を中心とした資料館を建てるとともに、隣接土地を所有する方の協力を得て、丘陵に

続く貴重な緑を守っていくことになりました。1986年11月３日に開館し、1996年11月には増改築し、

リニューアルオープンしました。常設展示「武相の民権／町田の民権」を行うとともに、意欲的に

企画展示にも取り組んでいます。 

 

① 施設概要 

  ○ 所在地 町田市野津田町897 

  ○ 電話 734・4508 

    ○ 構造 鉄筋コンクリート造、地下１階 

       地上２階建て 

  ○ 延床面積 911.15㎡ 

 

 ② 施設内容 

  ○ 展示施設 167.30㎡ 

  ○ 収蔵施設 180.00㎡ 

  ○ 閲覧室等 116.65㎡ 

 

 ③ 利用案内 

   ○ 利用時間 午前９時～午後４時30分 

  ○ 休館日  月曜日（祝休日、振替休日にあたるときは、その翌日）、 

12月28日～翌年１月４日、特別休館日（館内燻蒸日など） 

 

５．歴史・文化財         生涯学習課 

自由民権資料館 
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  ④ 資料の収集等 

   町田を中心としながら三多摩や神奈川県など明治10年代当時の活動範囲まで幅を拡げて 自

由民権運動関係資料の収集に努めています。運動にかかわる直接の資料をはじめ、書簡、書籍、

写真類、当時の新聞・雑誌、あるいは民権家の使ったゆかりの物などを収集、整理、保存、管理

し、常設展やテーマを決めた企画展などを行います。 

また、民権運動を対象とした論文や関連の文献なども、

全国的な視点で幅広く集めています。そして、これらの

資料や文献を充実させ、各地域の様々な情報を提供でき

る「文献センター」的な役割を果たすことを目指してい

ます。さらに、資料館の前身の市史編さん室が収集した

町田の歴史にかかわる資料、周辺地域の各自治体史や歴

史書、市民活動の中から生み出された会誌・会報や記録

類、ミニコミ・ローカル紙、自費出版物などの市民資料

も同時に収集し、閲覧できる体制を整えています。 

 

2010 年度 展覧会一覧 

 

 

 

 

 

 

 

（２）考古資料室 

  当資料室は、市内の遺跡から発掘された遺物や調査の記録類の保管を主な目的として、1991 年３

月に竣工しました。 

 

① 施設概要 

○ 所在 町田市下小山田町4016 

  ○ 電話 797・9661 

  ○ 構造 鉄筋コンクリート造、２階建て 

   ○ 延床面積 482.18 ㎡ 

 

 ② 施設内容 

○ 収蔵庫 219.8㎡ 

○ 実習室 76.5㎡ 

○ 撮影室 13.34㎡ 

  ○ 展示室 35.0㎡ 

展覧会名 会期日数（日） 入館者数（人） 

常設展示「武相の民権／町田の民権」 288 4,894 

企画展示「絵図で見る町田 Part1」 38 1,039 

企画展示「明治の学び舎」 44 1,083 

特別展示「北条氏照朱印状」 28 505 

自由民権資料館閲覧室 

考古資料室 
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③ 利用案内 

  ○ 開館日 

       ７・８月 土・日曜日・祝休日 

    ７・８月以外 第２・４土・日曜日、祝休日（12月28日～翌年１月４日は休館） 

   ○ 利用時間 午前10時～午後４時 

 

 

（３）文化財の保護 

 文化財とは、人間と自然が遺した文化的な遺産であり、歴史上、学術上、芸術上など、様々な

観点から優れた価値をもつ「有形の財」「無形の技・芸」です。 

 

① 文化財保護審議会 

  文化財保護審議会は、文化財の選定や文化財保護に関する教育委員会の諮問に応じて、調査、

審議及び建議するもので、文化財保護条例により設置されています。文化財に関し広くかつ高い

識見のある方10名以内で構成されることになっています。 

 

② 埋蔵文化財の調査等 

  町田市域は遺跡の宝庫です。これまでに約 1,000 箇所の遺跡が確認されています。これらの遺

跡は、開発によって常に破壊の危機にさらされています。開発に際しては、包蔵地についてはで

きる限り保存するように指導を行っていますが、これが不可能な場合は事前に調査、記録保存を

行っています。 

  

③ 指定文化財 

   町田市内には、多くの重要な文化財が残っています。それらのいくつかは、次ページ表のとお

り、国や都そして市の指定文化財になっています。 
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区　　分 名　　　　　　　　称 指定年月日

国・重要文化財 旧永井家住宅 薬師池公園内 S53. 1.21
妙福寺祖師堂 S36. 1.31

無極和尚坐像 大泉寺 S36. 1.31
観世音菩薩立像 福生寺 S36. 1.31
旧荻野家住宅 薬師池公園内 S49. 8. 1

異形台付土器(2点) 市立博物館 S50. 2. 6
旧多摩郡小野路村名主小島家文書 小島資料館 H 5. 3.22

小野路組合農兵隊関係資料 小島資料館 H12. 3. 6
十六羅漢図 宝泉寺 S39.11.25

長福寺山門・文珠堂・本堂格天井花丸絵画 長福寺 S48. 3. 8
清水寺観音堂・鐘楼・水屋 清水寺 S48. 3. 8
青木家住宅 S52. 2.23

神蔵家住宅 S52. 2.24
妙福寺本堂・鐘楼門・高麗門(総門) 妙福寺 S59. 2.24

天神社本殿 天神社 S59. 2.24
阿弥陀三尊像 勝楽寺 S60. 4.17
阿弥陀三尊像 養運寺 S60. 4.17

阿弥陀如来坐像・地蔵菩薩立像 円林寺 S60. 4.17
釈迦如来坐像 宝泉寺 S60. 4.17

菩薩立像脇侍像 福生寺 S62.11.13
誕生釈迦仏立像 東雲寺 S62.11.13

聖徳太子立像 円成寺 S62.11.13
薬師如来坐像 薬師堂 S62.12.11
箭幹八幡宮随身門 箭幹八幡宮 H 2. 2.14

熊野神社本殿 熊野神社 H 2. 2.14
村野常右衛門生家 野津田公園内 H 6. 7.11

能ケ谷出土銭遺跡出土品一式 考古資料室 H 9. 3.25
北条氏照朱印状　永禄5(1562)年7月5日 H22.12.22
北条氏照朱印状　永禄8(1565)年3月20日 H22.12.22

金井獅子舞 S38.10.22
市・無形民俗 丸山獅子舞 S38.10.22

文化財 矢部八幡宮獅子舞 S38.10.22
大戸囃子 S38.10.22

三ツ目囃子 S38.10.22
国・史跡 高ヶ坂石器時代遺跡(牢場・稲荷山・八幡平) T15. 2.24

田端環状積石遺構 S46. 3.29

青木家屋敷 S55. 2.21
小山田１号遺跡 S60. 3.18

本町田遺跡 H 4. 3.30
西谷戸横穴墓群 H 4. 3.30

下三輪玉田谷戸横穴墓群 H20. 3.26
(通称)代官屋敷 S39.11.25
木曽一里塚 S44. 9. 2

白坂横穴墓群 S50.10.27
(通称)鎌倉井戸 S54. 9. 7

白洲次郎・正子旧宅 H14.11.14
相原かま跡 T15. 4  
井出の沢古戦場 T15. 4  

都・名勝 福王寺旧園地(薬師池公園) H10. 3.13
アカガシ群落 相原町701 S39.11.25

シダレザクラ 小山町2057-1 S39.11.25
シイ 小野路町5451 S39.11.25

所　　　在　　　地
野津田町3270

都・有形文化財

三輪町811

下小山田町332
小山町2524

野津田町3270
本町田3562
小野路町950

小野路町950

市・有形文化財

小山町3629

相原町2109
相原町701

相原町810
金井8-26-2
三輪町811

南大谷451
原町田3-5-12

本町田3654
相原町3729
小山町3629

小山町2524
成瀬4464

鶴間1210
野津田町3224

矢部町2666
三輪町1925-1
小野路町1256-1他

下小山田町4016
個人所蔵

個人所蔵
金井町八幡神社
相原町諏訪神社

矢部町箭幹八幡宮
相原町大戸八雲神社

小山町三ツ目日枝神社
高ヶ坂1418-3他

都・史跡

小山町3112-2，3113-2
相原町810他
小山田桜台2-16-32

本町田3455-36他
三輪緑山1-25-8

三輪町897

市・史跡

金井8-26-2
木曽西4-14

三輪町1720-7他
山崎町1050-1

能ヶ谷7-3-2他

都・旧跡
相原町陽田谷戸

本町田菅原神社付近一帯
野津田町3270

田極氏方

小山市民センター内

清水寺内

市・天然記念物
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―― 指定文化財の紹介 ―― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野津田町 3270（薬師池公園内） 

【国指定史跡 高ヶ坂石器時代遺跡】 

高ヶ坂 1418-3 他 

【東京都指定有形文化財 旧萩野家住宅】 

野津田町 3270（薬師池公園内） 

【東京都指定史跡 田端環状積石遺構】 

小山町 3112-2、3113-2 

【東京都指定史跡 本町田遺跡】 

本町田 3455-36 他 

【国指定重要文化財 旧永井家住宅】 
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―― 指定文化財の紹介 ―― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東京都指定旧跡 井出の沢古戦場】 

本町田菅原神社付近一帯 

【町田市指定有形文化財 村野常右衛門生家】 

小野路町 1256-1 他 野津田公園内 

【町田市指定史跡 木曽一里塚】 

木曽西 4-14 

【町田市指定有形文化財 

能ヶ谷出土銭（約１万枚の古銭）】 

下小山田町 4016（考古資料室） 


